
日本医史学会
学術大会 プログラム

後援：京都医学史研究会、醫道顕彰会、京都府医師会、京都府看護協会、兵庫医科大学中医薬孔子学院、
　　　日本医史学会関西支部、京都府鍼灸師会、京都府鍼灸マッサージ師会、京都大学人文科学研究所

会期： 2017年6月10日（土）・11日（日） 
会場：京都大学芝蘭会館（京都大学医学部創立百周年記念施設）
　　　京都市左京区吉田近衛町　京都大学医学部構内
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第 ❶ 日 6月10日  （土） 第 ❷ 日 6月11日  （日）
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第 1 会場（稲盛ホール） 第 2 会場（山内ホール）

受付（芝蘭会館）

一般演題 No.33～36

司会：真柳 誠

一般演題 No.53～56

司会：柳澤波香

一般演題 No.37～40

司会：西巻明彦

一般演題 No.57～60

司会：猪飼祥夫

シンポジウム

「医史学の新展開――遡及と創生」
　シンポジスト：日合 弘、坂井建雄
　　　　　　　　石田純郎、長野 仁

  コメンテーター：小泉昭夫、葉山美知子

総合司会：武田時昌

昼食休憩

一般演題 No.41～44

司会：小曽戸 洋

一般演題 No.61～64

司会：平尾真智子

一般演題 No.45～48

司会：長野 仁

一般演題 No.65～68

司会：中澤 淳

一般演題 No.49～52

司会：多田伊織

一般演題 No.69～72

司会：三鬼丈知

次期大会会長挨拶・閉会の辞
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 日 程 表
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展示企画

芝蘭会館２Ｆロビー展示　「京都医学の歩み」
時計台１Ｆ歴史展示室　　「医史学の京風景」

第 1 会場（稲盛ホール） 第 2 会場（山内ホール）

受付（芝蘭会館）

開会の辞、開会の挨拶

一般演題 No.1～4　

司会：星野卓之

一般演題 No.17～20

司会：園田真也

一般演題 No.5～8　

司会：鈴木則子

一般演題 No.21～24

司会：岡田靖雄

一般演題 No.9～12　

司会：葉山美知子

一般演題 No.25～28

司会：田中祐尾

会員総会・記念撮影

昼食休憩

一般演題 No.13～16

司会：武田時昌

一般演題 No.29～32

司会：八木聖弥

特別講演 

「昭和・平成の医学の歩みを未来へ」
特別講師：伴 隆一、石田雅司
　　　　   秋田 巌、田中浩明

総合司会：猪飼祥夫

懇親会
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12:30 ～ 13:30　昼食休憩

 13:30 ～ 14:20 　　     座長：武田時昌	

13	 老官山漢墓出土『六十病方』の知見		 	 　　				真柳	誠	
14	 讃岐尾池家、備中赤木家の資料を中心とする	

	 	 18世紀瀬戸内地域の医学に関する考察																								○町	泉寿郎、中澤	淳	
15	 中国伝統医学と道教（第37回）「道教と禅」		 　　　	　　		𠮷元昭治	
16	 易経と東洋医学との関わり	　　　　　	 	 								権藤寿昭	

 14:40 ～ 17:40

特別講演

総合テーマ「昭和・平成の医学の歩みを未来へ」　　　　　　          　総合司会 :猪飼祥夫	

 14:40 ～ 14:50 

	 	 特別講演――昭和・平成の医学の歩みを未来へ	によせて	　														猪飼祥夫	

 14:50 ～ 15:30 

	 	 戦後発展史――放射線機器発展史		 																			伴	隆一	

 15:30 ～ 16:10 

	 	 歯科分野の発展と未来展望（歯科治療における術者中心のシステムの構築）

		 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		石田雅司	
 16:20 ～ 17:00 

	 	 夢分析：「もの言う分析」から「もの言わぬ分析」へ――「解釈」から「沈黙」へ

		 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		秋田	巌	
 17:00 ～ 17:40 

	 	 消化器癌に対する内視鏡手術の現状												○田中浩明、平川弘聖、大平雅一	

第1会場（稲盛ホール）

 9:00 ～ 　受付

 9:25～9:30 　開会の辞、開会の挨拶

 9:30～10:20 　　     座長：星野卓之 

 1	 赤木家の人々とその蔵書	　　		　		　　　　　　　　　　　　　			　		清水信子	
 2	 池田瑞仙と『唇舌帖』の考察	　　　　		　　	　												　　												西巻明彦	
 3	「須佐之男厄神退治図」（葛飾北斎）に描かれた病		 																	鈴木則子	
 4	 三国・両晋・南北朝の佚亡医書に見られる灸法記載		 														川端かおり	

 10:20 ～ 11:10            座長：鈴木則子	

 5	 明治女医の一側面――鬼才・油川太嘉	　																																								三﨑裕子	
 6	 第二次大戦後のわが国	80大学の医学教育カリキュラムにみる“アメリカ医学”の変容	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　			逢見憲一	
 7	 頼春風と頼家	　　　　　　　　　　　	 				 								松岡尚則	
	8	 東福寺荘厳院の東洞・深斎の墓の現状について		 																	黒川達郎	

 11:10 ～ 12:00         座長：葉山美知子	

	9	 戊辰戦争における銃創看病人の始まり　　　　　																												鈴木紀子	
10	 森祐晴と泊雲塾	　　　																	　　　　　　　　　　　　　							飯塚修三	
11	 明治政府お雇い外国人医師スクリバ博士の人物像と人柄	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　	　　　　　　			　　		　		高橋日出雄	
12	 細川忠興の眼病と江戸時代初期の眼科																									　　												谷原秀信	

 12:00 ～ 12:30         総会・記念撮影 

第 ❶ 日

6月10日（土）

※複数名の	○	は代表発表者
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30 賀川玄悦の学統――賀川嫡家と大阪賀川家との関係について		

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　				　		今井	秀	
31 東洋女子歯科医学専門学校校長・宇田尚（第3報）	　							　　　					永藤欣久	
32 わが国の医師免許制度の法制化について	

	 	 	――『吾園叢書』所収「医師営業規則」草案より	　　　									　　		樋口輝雄	

 19：00 ～ 懇談会
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第2会場（山内ホール）

 9:30 ～ 10:20    座長：園田真也	

17 時代と実用性から見た乃木式義手の検証――	作業療法の視点から 

　　　　　　	　																																									○木村奈緒子、鈴木紀子、浅沼辰志	
18 明治期日本の職人の製作した皮下注射器――	佐倉市所蔵・佐藤恒二旧蔵資料から	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		月澤美代子	
19 合田強の『医道聞書』について	　																														　　　　					板野俊文	
20 宮崎の風土病	　																										　　　　　　　　　　　												大西雄二	

 10:20 ～ 11:10            座長：岡田靖雄	

21 日本の医制へのオランダの医療監理法の影響	　　　　																				相川忠臣	
22 鹿児島の医学史について	　																																																								園田真也	
23 台湾総督府文書にみる日本統治下台湾における	
	 	 精神病者監護法および精神病院法の実施	　																																					橋本	明	
24 済生学舎を創設した長谷川泰の思想的系譜――	鵜殿春風の果たした役割	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		殿﨑正明	

 11:10 ～ 12:00            座長：田中祐尾	

25 『精神障害者問題資料集成（戦後編）』の構想	　																													岡田靖雄	
26 外科医アストリー・クーパー卿の教え	　																																						柳澤波香	
27 東京薬科大学所蔵の先哲遺墨	　																							　　　　　											小曽戸	洋	
28 京都帝国大学医科大学の医化学講座初代教授荒木寅三郎とその一門について	 	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　				　		中澤	淳	

12:30 ～ 13:30　昼食休憩

 13:30 ～ 14:20            座長：八木聖弥	

29 近代初期の医学書誌目録における「医学学習指南書」の記載について	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　		　		　		澤井	直	



第 ❷ 日

6月11日（日）
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12:30 ～ 13:30　昼食休憩

 13:30 ～ 14:20      　　座長：小曽戸洋	

41 傷寒雑病論以降、補土派と補腎派の成立についての一考察																	荘	明仁	
42 地方藩医の江戸勤学――米沢藩医水野道益「杏陰日録」の検討													海原	亮	
43 研医会図書館所蔵森約之書入れ本『脈学輯要』について																		安部郁子	
44 味岡三伯一門の薬性薬効論――『薬性知源』『本草抜書』『薬性記』とその講義録	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		吉川澄美	

 14:20 ～ 15:10 　　       座長：長野	仁	

45 小坂元祐撰『十四経絡発揮広要』について					　　　　　　　　							加畑聡子	
46 浅田宗伯門人、中野康章にみる漢方医学の継承と古書の蒐集									野尻佳与子	
47 『和脩脈書』について						　　　　　　　　　　　　　　　　　					木場由衣登	
48 岡部素道著『臨床鍼灸治療学』について						　　　　　　　　　　			周防一平	

 15:10 ～ 16:00   　   　座長：多田伊織	

49 『香川修庵医談』に残る後藤艮山『病因考』の研究					　　　　　						星野卓之	
50 日本における『茶経』の受容について――	陸羽の卒年と交流を記す資料ほか	

	 	 					　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　　		　		岩間眞知子 

51 新出の香川南洋の門人録について					　　　　　　　　　　　			　				永塚憲治	
52 医学のシルクロード				　　　　　　　　　　　　　　　　　											松田博子	

 16:00 ～ 次期大会会長挨拶・閉会の辞

第1会場（稲盛ホール）

 8:30 ～　受付

 9:00 ～ 9:50 　       　座長：真柳	誠	

33 敦煌巻子医書2点の綴合	　																												　　　　　　　									沈	澍農	
34 “元気”与“原気”考	　																								　　　　　　　　　												王	明強	
35 影宋本《重広補注黄帝内経素問》版本有関問題	　																												王	旭東		
36 『経絡明弁』について	　													　　　　　　　　　　　															鶴田泰平	

 9:50 ～ 10:40            座長：西巻明彦	

37 指圧術について	　																						　　　　　　　　　　　													清野充典	
38 『十五指南篇』診切指南篇所載の脈法記載について															　　					中川俊之	
39 江戸期河内地方の儒医たち　その日常生活について								　													田中祐尾	
40 宇治田雲庵『医学弁害』（1680）の「病家類」にみる医の実践対象としての病家	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		平尾真智子	

 10:50 ～ 12:30

医史学シンポジウム

総合テーマ  「医史学の新展開――遡及と創生」  　 総合司会：武田時昌	

	 	 　　　　シンポジスト：日合	弘、坂井建雄、石田純郎、長野	仁
	 	 　　　　コメンテーター：小泉昭夫、葉山美知子
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芝蘭会館
京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部構内

■電車
京阪鴨東線「出町柳駅」
出口 2 番または
4 番より徒歩約 15 分

■バス
市バス「京大正門前」より
徒歩 2 分
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67 山根文策小伝――特にその人脈を中心に																																								志村俊郎	
68 内科学教科書の結核病因についての記述の変遷――ベルツの『内科病論』を中心に	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		渡部幹夫	

 15:10 ～ 16:00 　　     座長：三鬼丈知	

69 華岡家へ入門した門人たち――	2200人を上回るわが国最大の医学塾	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		梶谷光弘	
70 華岡青洲の弟子・小田順亭と帆足万里の弟子・小田魯庵が	

	 	 同一人物である証拠の発見						　　　　　　　　　　　　　　　		　			金谷	貢	
71 『華岡青洲先生及其外科』収載の「華岡青洲先生春林軒門人録」の期日は入門日である	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		金谷桂子	
72	「活物窮理」の四文字が華岡青洲の標語である			　			　　　　　　				松木明知		
	

第2会場（山内ホール）

 9:00 ～ 9:50 　　     座長：柳澤波香	

53 占領期の衛生教育に関する研究――“Information	Unit”の組織化について	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		田中誠二	
54 20世紀欧米と日本の美術解剖学史				　　　　　　　　　　　　						加藤公太	
55 養育院の最も古い史跡――明治６年に建立の大雄寺の養育院「義葬之塚」について	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		稲松孝思	
56 古代ギリシャ医学（AD3世紀以前）におけるカルキノスの症候論										堀	忠	

 9:50 ～ 10:40  　　    座長：猪飼祥夫	

57 フォルデルマンのオランダ領東インド刑務所給食調査と脚気研究との関連	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　				　		山下	龍	
58 モリソンの伝統医療観																																																																	郭	秀梅	
59 ゲーテと医療（第2報）二代の侍医父	

	 	 フーフェラントと子フーフェラントとの関係																																	鈴木重統	
60 日本海海戦におけるロジェストヴェンスキー提督の受傷状況と治療経過	

	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　		　　　　　　　　　			　　		　		柳川錬平 

12:30 ～ 13:30　昼食休憩

 13:30 ～ 14:20      　座長：平尾真智子	

61 京都帝国大学医学部における戦時動員と戦後				　　　　　　　								末永恵子	
62 17世紀イギリスにおけるアルコールの害と『オセロー』																		遠藤花子	
63 医師村上英俊が編纂した本邦初の仏和辞書『佛語明要』																						小林	晶	
64 京都・岡崎町の解剖場																																																															八木聖弥	

 14:20 ～ 15:10 　       　座長：中澤	淳	

65 日本薬局方への永松東海の役割																																																			青木歳幸	
66 CDCの歴史から学ぶ事																																																														加藤茂孝	



＜参加者へのご案内＞ 

１．参加受付は、6 月 10 日（土）は 9 時より、11 日（日）は 8 時 30 分に会場１F にて

開始します。 

２．会場附近には、飲食店、コンビニ等があります。芝蘭会館は、飲食禁止となってお

ります。つきましては、医学部先端科学研究棟１Ｆ大セミナー室に休憩室（会場より徒

歩３分程度）を準備しましたので、そちらをご利用ください（利用時間：6 月 10 日 12

時～17 時 11 日 10 時～16 時）。なお、弁当をお申し込みの方は、受付にて引換券をお

渡しいたしますので休憩室にて引き換えください。弁当は休憩室内でお召し上がりくだ

さい。 

３．参加費等は以下の通りです。 

学会参加費     一般 8,000 円  学生 4,000 円 

  会員懇親会費   一般 7,000 円  学生 4,000 円 

  記念写真代      1,000 円（6 月 10 日会員総会後に撮影） 

  弁当 各日     1,000 円（お茶付） 

４．会員懇親会 

6 月 10 日 19 時～  芝蘭会館 山内ホール（第 2 会場） 

５．クロークのご利用時間は、6 月 10 日（土）は 9 時～会員懇親会終了まで、11 日（日）

は 8 時 30 分～17 時です。 

６．会館に専用の駐車場はありません。公共交通機関でのご来場をお願いいたします。

お車にてご来場の方は、附近のコインパーキングをご利用ください。 

 

＜座長へのご案内＞ 

１．担当セッションの 15 分前までに、次座長席にご着席ください。 

２．延長は、他のセッションや懇親会等の進行に影響を及ぼしますので、時間厳守にて

進行をお願いいたします。 

 

＜発表者へのご案内＞ 

１．一般口演の発表時間は、10 分、質疑 2 分。発表 9 分で予鈴、10 分で終鈴を鳴らし

ます。なお、1 セッションは、発表者 4 人で総時間は 50 分ですので、各自の持ち時間

を厳守してください。 

２．ご発表の 2 演題前には発表会場に入り、次演者は次演者席にご着席ください。 

３．配布資料は、各自でご準備下さい（120 部程度）。 



４．映像提示はは Windows Power Point でのプレゼンテーションで行います。バージ

ョンは Office 2016 です。発表にパワーポイントを用いる場合には、ファイルを郵送

（CD、フラッシュメモリ等）またはメールにて事前にお送り下さい。こちらで動作確

認をさせていただきます。動画・アニメーションの使用はご遠慮ください。 

送付期日は 6 月 3 日まで。usb は、受付にて返却します。 

なお、当日の差し替えは出来かねますのでご了承ください。 

 ※送付先：日本医史学会 2017 実行委員会 

 〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学人文科学研究所 科学史研究室内 

e-mail: ishigakkai2017@zinbun.kyoto-u.ac.jp 

TEL: 075-753-6987 FAX: 075-753-6903 

 

＜オプショナルツアーのご案内＞ 

9:30     京都大学附属図書館前に集合 

9:30～11:00 富士川文庫等の展示品の閲読、附属図書館書庫見学 

11:00～ 大徳寺（半井家墓所） 

12:00  「一休」にて昼食（20 名限定） 

13:30～ 真如堂（向井家墓所） 

15:00～ 人文研分館＆書庫見学、医史学資料閲読（自由参加） 

ツアー参加費 7000 円（「一休」で食事されない方には、別コースを準備しています。実

費負担なので、残金は返却します） 



［ 運営事務局 ］

日本医史学会2017実行委員会
〒 606-8501　京都市左京区吉田本町  京都大学人文科学研究所　科学史研究室内

e-mail  ishigakkai2017@zinbun.kyoto-u.ac.jp 
TEL 075-753-6987　FAX 075-753-6903

HP  http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~takeda/jsmh/main.html  

　　　　［ 会長 ］武田時昌　［ 実行委員長 ］葉山美知子

［ 実行委員 ］
猪飼祥夫　田中 実　長野 仁　松岡尚則　梁 永宣　園田真也　八木聖弥　多田伊織　三鬼丈知　島山奈緒子

［ 顧問 ］
中橋彌光　奥沢康正　田中祐尾

　芝蘭会は、京都大学医学部の同窓会組織であるが、「芝蘭」の典拠は『孔子家語』「善人と居るは芝蘭
の室に入るが如し。久しくしてその香を聞かざるも、即ちこれと化す」（善人と一緒にいると、芝蘭の部屋
にいるようなもので、長らくそこにいると香りに気づかなくなるけれども、自ずと感化されている）にある。
　善人に喩える「芝蘭」とは、霊芝と藤袴のことである。霊芝（マンネンタケ科のキノコ）は、不死長生の
霊薬として珍重され、藤袴（キク科）は生乾きの茎葉にクマリン酸が生じて芳香を放つ。医者たる者は、
気品や教養を漂わせ、人々に慕われる有徳、善行の君子でありたいとする理念が込められている。


